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平和都市宣言に向けて

　市では、世界の恒久平和の実現に向け、市民のみなさんの平和への思いが込
められた宣言文をつくりあげ、世界に向けて発信することとしています。宣言文
は、人権、平和、教育、観光、国際交流、まちづくりなどの多様な分野、幅広い年
代層の市民からなる「高山市平和都市宣言検討会議」において検討されていま
す。検討会議は、昨年9月に第1回を開催し、これまで7回開催されました。文案
が完成次第、市民のみなさんにご意見をお伺いすることにしています。市民総
意の宣言となるようご協力をお願いします。

■第１回
　國島市長より、「市民の思いが込められた、市民が総意で平和を守り、平和の願
いを世界に広げていく宣言文にしていただきたい」と挨拶があり、委員に委嘱状が
交付されました。
■第2回
　中学生と戦争体験者からお話を伺いました。中学生からは「何か一つ自分が平
和のために努力できることをしていきたい」、戦争体験者からは「命を大切にしてほ
しい」と話がありました。
■第3回
　宣言に向けて募集した市民意見（7,935件）と、昨年10月に広島市長、長崎市長をお
招きして開催した「高山市平和サミット」の結果報告を行いました。
（市民意見の報告）
　● 平和を感じるときは、「普段の日常」が48％
　●世界の平和を実現するためには、「交流・相互理解・尊重」が36％
（高山市平和サミットの報告）
　●お互いの違いを受容して、対話することが大切（松井広島市長）
　● 次世代に記憶をつないでいくことが大切（田上長崎市長）
　● 平和は、自分達がつくっていくという思いが必要（國島市長）
■第4回～
　文章の検討、作成を進めています。
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検討の主な内容
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高山市平和都市宣言検討会議経過報告
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　市民のみなさんから頂戴した意見や「高山市平和サミット」の結果をもとに、検討が進められています。詳細は、市 HP で公開してい
ますので、是非ご覧ください。
■どのような宣言文にするのか
● 全市民が主人公となって、平和への取り組みを進めていく動機づけとなる
●市外に向けて、高山市民の平和への思いを発信できる
●自然や伝統文化、人と人との絆、国際観光都市といった高山市の個性を

表わす
●「高山市民憲章」や「高山市の歌」、「高山市平和の日」の精神にもとづ

いている
● 未来を担う子どもを含む誰にでも伝わる文章、適度な文量など

■平和のために何をすべきか
● 戦争（原爆被害を含む）について学び、平和の大切さ

を次世代につなぐ
●素晴らしい郷土の継承
● 国際交流（異文化の受容）の推進、観光客のおもて

なし
● 発展途上国等の産業振興、貧困対策、教育の充実へ

の寄与など


